
決議事項  
第1号議案  取締役8名選任の件 

第2号議案  退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件 



事務局報告 



第81期（2017年６月１日から2018年５月31日まで） 
計算書類報告の件 

２ 

第81期（2017年６月１日から2018年５月31日まで） 
事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人および 
監査役会の連結計算書類監査結果報告の件 

１ 

報告事項 



監査報告 



第81期（2017年６月１日から2018年５月31日まで） 
計算書類報告の件 

２ 

第81期（2017年６月１日から2018年５月31日まで） 
事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人および 
監査役会の連結計算書類監査結果報告の件 

１ 

報告事項 



END 

理念･経営方針 

START 事業報告  

P21 P22 招集通知 ➡ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、当社の理念・経営方針についてご説明いたします。当社は、お客様に感動していただけるディスクロージャーとIRサービスを提供し、お客様の企業価値向上を支援することで、広く社会に貢献することを理念としています。



社会に必要とされる企業 

理念･経営方針 
P21 P22 招集通知 ➡ 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



ステークホルダーとの対話を 
重視した経営 

理念･経営方針 
P21 P22 招集通知 ➡ 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



企業の情報開示における支援事業 

価値創造の考え方 
P23 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



社会とともに持続的な成長 

価値創造の考え方 
P23 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



「なくてはならない企業」であり続ける 

価値創造の考え方 
P23 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



価値創造の考え方 
P23 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



社会に提供する価値の最大化 

価値創造の考え方 
P23 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



監査役会 
1名 2名 

取締役会 
6名 2名 

監査 

助言 

コーポレートガバナンスに対する考え方 
および体制 P16 P20 招集通知 ➡ 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、当社のコーポレート・ガバナンス体制につきましては、監査役会設置会社を選択しており、取締役会は、社外取締役２名を含む取締役８名で構成し、自由闊達で、建設的な議論・意見交換が行われております。また、監査役会は、社外監査役２名を含む監査役３名で構成し、専門的見地から取締役の職務の執行の適法性等をチェックし、経営に対する監視機能を果たしております。



IPO関連サービス 

金融商品取引法関連サービス 

会社法関連サービス 

任意開示関連サービス 

主な事業内容と製品区分等 
P24 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社の主な事業内容と製品区分についてご説明いたします。当社はディスクロージャー関連事業を営んでおり、株式上場申請書類などのIPO（新規上場）関連サービスから、有価証券報告書などの金融商品取引法関連サービス、株主総会招集通知などの会社法関連サービスといった法定開示支援に加え、株主通信や統合報告書などのIR（インベスター・リレーションズ）やSR（シェアホルダー・リレーションズ）関連サービスといった任意開示支援を手掛けております。



金融商品取引法 
関連製品 

会社法 
関連製品 

IR関連製品 その他製品 

主な事業内容と製品区分等 
P24 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社は、ディスクロージャー関連事業の単一セグメントでありますが、売上高の観点から製品区分別に、「金融商品取引法関連製品」、「会社法関連製品」、「ＩＲ関連製品」、「その他製品」の４つに分けています。



自社工場を保有 

ディスクロージャーとIRのノウハウ 

金融商品取引法 
関連製品 

会社法 
関連製品 IR関連製品 その他製品 

主な事業内容と製品区分等 
P24 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いずれの製品区分においても、当社が自前で印刷工場を保有し、秘匿性・迅速性が求められるディスクロージャーとＩＲ特有のプロフェッショナルとしてのノウハウが、共通の強みとなっております。



法定開示書類作成支援ツール 

END 

事業の経過およびその成果 

START 事業報告  

P28 招集通知 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



株主総会関連商品等の拡販 

END 

事業の経過およびその成果 

START 事業報告  

P28 招集通知 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



翻訳ニーズ取り込み 

END 

事業の経過およびその成果 

START 事業報告  

P28 招集通知 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



END 

事業の経過およびその成果 

START 事業報告  

受注増加に注力 

P28 招集通知 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



売上高 （単位：百万円） 

事業の経過およびその成果 

15,156 
15,792 

＋6億35百万円
（＋4.2％） 

第80期 第81期 

P27 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その結果、当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度に比べて635百万円増加し、15,792百万円となりました。



営業利益 （単位：百万円） 

事業の経過およびその成果 

1,476 1,534 

＋58百万円 
（＋3.9％） 

第80期 第81期 

P27 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
利益面については、営業利益は、前連結会計年度に比べて58百万円増加し、1,534百万円、



事業の経過およびその成果 

1,604 
1,679 

＋74百万円 
（＋4.7％） 

第80期 第81期 

経常利益 （単位：百万円） 

P27 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
経常利益は、前連結会計年度に比べて74百万円増加し、1,679百万円、



親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円） 

事業の経過およびその成果 

END START 事業報告  

1,082 1,110 

＋28百万円 
（＋2.7％） 

第80期 第81期 

P27 招集通知 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度に比べて28百万円増加し、1,110百万円となりました。



製品区分別売上高 （単位：百万円） 

事業の経過およびその成果 
P28 招集通知 

4,955 5,179 

＋2億24百万円
（＋4.5％） 

32.8％ 
構成比 

金融商品取引法関連製品 

第80期 第81期 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
売上高を製品区分別にご説明いたします。有価証券報告書・目論見書等の金融商品取引法関連製品は、法定開示書類作成支援ツール「X-Smartシリーズ」の導入顧客数の増加および目論見書の売上が増加したことにより、売上高は、前連結会計年度に比べて224百万円増加し、5,179百万円となりました。



事業の経過およびその成果 
P29 招集通知 

製品区分別売上高 （単位：百万円） 

第80期 第81期 

3,962 
4,167 

＋2億04百万円
（＋5.2％） 

会社法関連製品 

26.4％ 
構成比 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主総会招集通知等の会社法関連製品は、株主総会招集通知の売上および関連文書の翻訳の受注が増加し、売上高は、前連結会計年度に比べて204百万円増加し、4,167百万円となりました。



事業の経過およびその成果 

3,992 4,122 

IR関連製品 

26.1％ 
構成比 

＋1億30百万円
（＋3.3％） 

製品区分別売上高 （単位：百万円） 

第80期 第81期 

P29 招集通知 

END START 事業報告  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主通信・統合報告書等のIR関連製品は、統合報告書や株主総会関連サービスの売上が増加したことにより、売上高は、前連結会計年度に比べて130百万円増加し、4,122百万円となりました。



事業の経過およびその成果 

END START 事業報告  

2,246 
2,322 

その他製品 

14.7％ 
構成比 

＋76百万円 
（＋3.4％） 

製品区分別売上高 （単位：百万円） 

第80期 第81期 

P29 招集通知 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主優待・コンサルティング等のその他製品は、決算・開示に係る支援等のコンサルティングの売上が増加したことにより、売上高は、前連結会計年度に比べて76百万円増加し、2,322百万円となりました。



連結貸借対照表 
および 

連結損益計算書 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、連結貸借対照表および連結損益計算書の内容につきましてご報告申しあげます。



（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2018年５月31日現在 

53億00百万円 

負債合計 

145億44百万円 

純資産合計 
198億45百万円 

資産合計 

連結貸借対照表 
P39 招集通知 

END START 計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【校正用ページ】



（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2018年５月31日現在 

53億00百万円 

負債合計 

145億44百万円 

純資産合計 
198億45百万円 

資産合計 

連結貸借対照表 

流動資産 

110億37百万円 

＋5億66百万円(＋5.4％) 

＋1億56百万円 
現金及び預金 

＋3億94百万円 
受取手形及び売掛金 

P39 招集通知 

END START 計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２０１８年５月３１日現在の連結貸借対照表の概要につきましてご報告申しあげます。まず、資産の部でございますが、流動資産は、前連結会計年度末に比べて566百万円増加し、11,037百万円となりました。これは、現金及び預金が156百万円、受取手形及び売掛金が394百万円それぞれ増加したことなどによります。



（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2018年５月31日現在 

53億00百万円 

負債合計 

145億44百万円 

純資産合計 
198億45百万円 

資産合計 

連結貸借対照表 

固定資産 

88億7百万円 

＋6億42百万円(＋7.9％) 

＋6億32百万円 
投資有価証券 

P39 招集通知 

END START 計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
固定資産は、前連結会計年度末に比べて642百万円増加し、8,807百万円となりました。(※7.9％増加をビジュアルでは表現)これは、投資有価証券が632百万円増加したことなどによります。



（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2018年５月31日現在 

53億00百万円 

負債合計 

145億44百万円 

純資産合計 
198億45百万円 

資産合計 

連結貸借対照表 

前連結会計年度末比 

P39 招集通知 

END START 

＋12億09百万円 
（＋6.5％） 

計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて1,209百万円増加し、19,845百万円となりました。



（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2018年５月31日現在 

53億00百万円 

負債合計 

145億44百万円 

純資産合計 
198億45百万円 

資産合計 

連結貸借対照表 

流動負債 

38億37百万円 
＋1億70百万円(＋4.7％) 

＋1億10百万円 
買掛金 

＋80百万円 
未払費用 

▲30百万円 
未払法人税等 

P39 招集通知 

END START 計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つぎに負債の部でございますが、流動負債は、前連結会計年度末に比べて170百万円増加し、3,837百万円となりました。これは、買掛金が110百万円、未払費用が80百万円それぞれ増加し、未払法人税等が30百万円減少したことなどによります。



（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2018年５月31日現在 

53億00百万円 

負債合計 

145億44百万円 

純資産合計 
198億45百万円 

資産合計 

連結貸借対照表 

固定負債 

14億62百万円 
＋2億79百万円(＋23.7％) 

＋71百万円 
長期借入金 

＋83百万円 
繰延税金負債 

＋1億06百万円 
退職給付に係る負債 

P39 招集通知 

END START 計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
固定負債は、前連結会計年度末に比べて279百万円増加し、1,462百万円となりました。これは、長期借入金が71百万円、繰延税金負債が83百万円、退職給付に係る負債が106百万円それぞれ増加したことなどによります。



（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2018年５月31日現在 

負債合計 

純資産合計 

資産合計 

198億45百万円 

53億00百万円 

145億44百万円 

連結貸借対照表 

前連結会計年度末比 

P39 招集通知 

END START 

＋4億50百万円 
（＋9.3％） 

計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて450百万円増加し、5,300百万円となりました。



（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2018年５月31日現在 

53億00百万円 

負債合計 

145億44百万円 

純資産合計 
198億45百万円 

資産合計 

連結貸借対照表 

前連結会計年度末比 

＋7億59百万円 
（＋5.5％） 

11億10百万円 
親会社株主に帰属する当期純利益 

5億58百万円 
剰余金の配当 

P39 招集通知 

END START 計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、純資産の部でございますが、純資産合計は、前連結会計年度末に比べて759百万円増加し、14,544百万円となりました。これは、親会社株主に帰属する当期純利益の計上1,110百万円、剰余金の配当558百万円による減少などによります。



連結損益計算書 

売上高 
15,792 

売上総利益 
6,260 

営業利益 
1,534 

経常利益 
1,679 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 
1,110 

（単位：百万円） 
2017年６月１日から2018年５月31日まで 

P40 招集通知 

END START 計算書類  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なお、２０１７年６月１日から２０１８年５月３１日までの連結損益計算書の概要につきましては、事業報告でご説明いたしましたとおりでございます。



P14 P17 インターネット 
開示情報 ➡ 

P7 P13 インターネット 
開示情報 ➡ 

P41 P42 招集通知 ➡ 
貸借対照表 
損益計算書 

株主資本等変動計算書 
個別注記表 

連結株主資本等変動計算書 
連結注記表 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その他の事業報告、連結計算書類および計算書類につきましては、お手元の招集ご通知および当社のホームページにて開示いたしましたとおりでございます。



対処すべき課題 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、私から、「対処すべき課題」および「剰余金の配当等に関する基本方針」ならびに「新・中期経営計画２０２０」につきましてご説明いたします。



対処すべき課題 

開示書類の信頼性向上 

IPOにおける受注強化 

株主総会プロセスの電子化への対応 

新規事業の開拓と育成 

グループ経営の強化 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、対処すべき課題についてご説明いたします。当社は、事業環境の変化に対応し、更なる業容の拡大を図るため、「開示書類の信頼性向上」、「ＩＰＯにおける受注強化」、「株主総会プロセスの電子化への対応」、「新規事業の開拓と育成」、「グループ経営の強化」を課題としております。



開示書類の信頼性向上 

対処すべき課題 

業務クオリティを改善、お客様の信頼に応える 

ディスクロージャー関連法令等改正に関するアドバイス 
原稿作成に関するコンサルティング 
使いやすい法定開示書類作成支援ツールの提供 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「開示書類の信頼性向上」とは、お客様のニーズを的確に捉え、ディスクロージャー関連法令等の改正に関するアドバイスや原稿作成に関するコンサルティング、効率的で使いやすい法定開示書類作成支援ツールの提供など、従来の業務のクオリティを大きく改善し、お客様の信頼に応えてまいります。



開示書類の信頼性向上 

対処すべき課題 

法定開示書類、任意開示書類の受注拡大 

お客様に満足していただけるサービスの提供 
信頼性の向上 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お客様に満足していただけるサービスの提供を通じて、信頼性の向上を図り、法定開示書類、任意開示書類の受注拡大を目指してまいります。



対処すべき課題 

IPOにおける受注強化 

IPOにおける受注強化を目指す 

IPOの受注シェアは法定開示書類のシェアに直結 

売上獲得の安定性を左右 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「ＩＰＯにおける受注強化」とは、IPOの受注シェアは、その後の法定開示書類のシェアに直結し、売上獲得の安定性を左右してまいりますため、今後とも、IPOにおける受注強化を目指してまいります。



対処すべき課題 

株主総会プロセスの電子化への対応 

企業の事業内容等をわかりやすく株主に伝える 
という本質的な部分での当社の優位性 

一般印刷業者と一線を画す 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「株主総会プロセスの電子化への対応」とは、当社は、法令に則った株主総会招集通知を作成し、お客様企業の事業内容等をわかりやすく株主に伝えるという本質的な部分での当社の優位性は、一般印刷業者と一線を画しているものと考えていますが、



対処すべき課題 

株主総会プロセスの電子化への対応 

対応に取り組む 

招集通知の電子化等に対応する新サービスの開発 
会社法関連製品の販売増 
他品目での売上獲得 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主総会招集通知の電子化等に対応する新サービスの開発ならびに会社法関連製品の販売増ないし他品目での売上獲得などの対応に取り組んでまいります。



対処すべき課題 

新規事業の開拓と育成 
当社のさらなる飛躍 新規事業の開拓と育成 

国内企業の海外展開に必要な法定開示書類の 
作成、開示、翻訳の支援を強化 

グローバルなファイナンシャルサポート企業 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「新規事業の開拓と育成」とは、当社がさらに飛躍するためには、新規事業の開拓と育成が必要と考えております。当社は、「グローバルなファイナンシャルサポート企業」を目指しており、国内企業の海外展開に必要な法定開示書類の作成、開示、翻訳の支援を強化すること、



対処すべき課題 

新規事業の開拓と育成 

IFRSの任意適用企業向け 

IFRSに関する情報の提供やコンサルティングに注力 

IFRSに対応した決算・開示の自動化を進める 
当社グループのシステムの拡販 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらには、今後も増加が見込まれるIFRSの任意適用企業に向けて、IFRSに関する情報の提供やコンサルティングに注力するとともに、IFRSに対応した決算・開示の自動化を進める当社グループのシステムの拡販を進めてまいります。



対処すべき課題 

グループ経営の強化 

経営資源を集約して収益拡大を図り、 
企業価値の最大化を目指す 

中期経営計画の達成 
グループ一丸となって各社の強みを発揮 

P30 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、「グループ経営の強化」とは、当社グループは、継続的に中期経営計画を策定・公表しております。この目標を達成するには、宝印刷グループが一丸となって各社の強みを発揮していかなければならず、経営資源を集約して収益拡大を図り、企業価値の最大化を目指してまいります。



剰余金の配当に関する基本方針 

安定配当 企業体質の強化 今後の事業展開 

中間配当および期末配当の年2回 

株主の皆様への長期的利益還元 
重要な経営課題の一つ 

P25 招集通知 

END START 

業績に応じた配当を行う 

対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、剰余金の配当等に関する基本方針についてご説明いたします。当社は、株主の皆様への長期的利益還元を重要な経営課題の一つと考え、安定配当を行うことを基本とし、企業体質の強化および今後の事業展開を勘案したうえで、業績に応じた配当を行うこととしております。また、当社の剰余金の配当は、中間配当および期末配当の年２回を基本的な方針としております。



可能な限り配当金として還元 

業務遂行を円滑に実施するために 
必要な内部留保はできている 

P25 招集通知 

END START 

剰余金の配当に関する基本方針 

対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この基本方針のもと、現在、業務遂行を円滑に実施するために必要な内部留保はできているものと考え、可能な限り配当金として株主の皆様へ還元することとし、



END START 

年間配当金（１株当たり）50円 

中間配当金 
25円 ＋ 

期末配当金 
25円 

P25 招集通知 
剰余金の配当に関する基本方針 

対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
年間配当金を１株当たり50円（中間配当25円、期末配当25円）とする方針としております。



必要に応じて実施 

自己株式の取得 
株主の皆様への利益還元 
資本効率の向上 

P25 招集通知 

END START 

剰余金の配当に関する基本方針 

対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なお、自己株式の取得につきましては、株主の皆様への利益還元と資本効率の向上を目的に、当社株式の流動性等を勘案しつつ、必要に応じて実施することとしております。



新･中期経営計画2020 

2018年5月期 
計画 

2018年5月期 
実績 

2020年5月期 
計画 

売上高 155億円 157億円   191億円 

営業利益   15億円   15億円     19億円 

営業利益率 9.9％ 9.7％ 10.0％ 
親会社株主に帰属する 
当期純利益   11億円   11億円     13億円 

ROE 8.1％ 8.0％   9.0％ 

目標計数（連結） 
P22 招集通知 

END START 対処すべき課題  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、「新・中期経営計画２０２０」についてご説明いたします。初年度である当連結会計年度は、売上高につきましては、計画値１５５億円に対して１５７億円となり、計画を上回ることができました。営業利益につきましては、計画値１５億円に対して１５億円、親会社株主に帰属する当期純利益は計画値１１億円に対して１１億円といずれも計画値のとおりとなりました。営業利益率につきましては、計画値9.9％に対して9.7％、ＲＯＥ につきましては、計画値8.1％に対して8.0％といずれも計画値を下回りました。先ほどご説明いたしました「対処すべき課題」にしっかりと取り組み、計画最終年度の２０２０年５月期において売上高１９１億円、営業利益１９億円、ＲＯＥ９％を目指してまいります。以上、「対処すべき課題」および「剰余金の配当等に関する基本方針」ならびに「新・中期経営計画２０２０」についてご説明申しあげました。



以上で第81期事業報告、 
連結計算書類および 
計算書類の内容の 

ご報告を終了いたします。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上で第８１期事業報告、連結計算書類および計算書類の内容のご報告を終了いたします。



株主の皆様におかれましては、 
なにとぞ今後とも相変わらぬ 
ご支援とご鞭撻を賜りますよう 

お願い申しあげます。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主の皆様におかれましては、なにとぞ今後とも相変らぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。



議案上程 



議案上程 
P6 P14 招集通知 ➡ 

取締役８名選任の件 
第1号議案 

END START 決議事項  



議案上程 

取締役８名選任の件 

堆 誠一郎 

再 任 

田村 義則 

再 任 

加島 英一 

再 任 

第1号議案 

1 候補者 
番号 2 候補者 

番号 3 候補者 
番号 

P6 P14 招集通知 ➡ 

END START 決議事項  



議案上程 

今井 哲男 

再 任 

津田  晃 

再 任 4 候補者 
番号 5 候補者 

番号 

取締役８名選任の件 第1号議案 
P6 P14 招集通知 ➡ 

END START 決議事項  



議案上程 

取締役８名選任の件 第1号議案 
P6 P14 招集通知 ➡ 

END START 

再 任 
社 外 
独 立 

白田 佳子 

7 候補者 
番号 

清水 寿二 

6 候補者 
番号 

再 任 
社 外 
独 立 

決議事項  



議案上程 

取締役８名選任の件 第1号議案 
P6 P14 招集通知 ➡ 

END START 

新 任 

岡田 竜介 

8 候補者 
番号 

決議事項  



議案上程 

退任取締役に対し 
退職慰労金贈呈の件 

第2号議案 

P15 招集通知 

END START 決議事項  



質疑応答 



議案採決 



END 

議案採決 

START 

取締役８名選任の件 
第1号議案 

決議事項  



議案採決 

退任取締役に対し 
退職慰労金贈呈の件 

第2号議案 

END START 決議事項  





株主の皆様には 
熱心にご審議をいただきまして 
誠にありがとうございました。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主の皆様におかれましては、なにとぞ今後とも相変らぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。



なにとぞ今後とも相変わらぬ 
ご支援とご鞭撻を賜りますよう

お願い申しあげます。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主の皆様におかれましては、なにとぞ今後とも相変らぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、宝印刷株式会社第81回定時株主総会にご出席いただきまして、誠にありがとうございました。お帰りになられます際は、お忘れ物のないよう、お気をつけてお帰りください。
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